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一　

は
じ
め
に

　

文
学
作
品
を
書
写
す
る
際
、
そ
の
書
写
態
度
と
い
う
も
の
は
、
時
代
や
作

品
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
能
書
の
家
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
高
橋
英
樹
が
、
定
家
の
「
平
生
所p

書

之
物
、
以p

無w

落
字q

為w

悪
筆
之
一
得q

」（『
明
月
記
』
寛
喜
三
年
八
月
一
八
日

条
）
と
い
う
言
と
、
伊
行
の
書
写
態
度
に
対
す
る
「
伊
行
落w
司
字q

入p

傍
、

問w

其
由q

之
処
、
陳
曰
一
字
二
字
入p

之
、
至w

于
三
字
以
上q
不p
入p

之
、

是
父
祖
所
伝
之
故
実
也
」（『
台
記
』
久
寿
二
年
四
月
二
七
日
条
）
と
い
う
言
を

比
較
し
、「
正
確
な
書
写
こ
そ
が
典
籍
書
写
の
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
室

町
時
代
に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る１
」「
正
確
性
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
「
能
書
の
家
」
に
よ
る
書
写
は
、
良
質
の
テ
キ
ス
ト
作
成
と

は
相
容
れ
な
か
っ
た１
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、「
能
書
の
家
」
と
定
家
で
は
、

ま
っ
た
く
異
な
る
書
写
態
度
を
見
せ
る
。
だ
が
、
高
橋
英
樹
が
「
正
確
な
書

写
こ
そ
が
典
籍
書
写
の
本
質
で
あ１
」
る
こ
と
の
例
と
し
て
挙
げ
た
定
家
も
、

歌
集
類
の
書
写
に
際
し
、「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
の
由
来
や
意
味
を
論

じ
た
浅
田
徹
が
述
べ
る
ご
と
く
、「
な
に
の
証
本
を
も
も
ち
ゐ
ず
」（『
顕
注
密

勘
』）
と
、「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
で
は
な
い２
。

　

作
り
物
語
の
書
写
に
お
い
て
も
、
そ
の
作
品
に
対
す
る
書
写
態
度
は
異
な

る
よ
う
で
、
諸
本
に
よ
っ
て
、
物
語
内
の
歌
数
が
十
数
首
か
ら
百
首
以
上
ま

で
と
大
幅
に
揺
れ
動
く
『
住
吉
物
語
』
や
、
異
同
が
激
し
い
『
狭
衣
物
語
』

と
比
べ
て
、『
源
氏
物
語
』
は
、
現
存
す
る
写
本
の
数
や
、
享
受
史
の
厚
さ

に
も
関
わ
ら
ず
、
奇
跡
的
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
異
同
が
少
な
い
。
こ
れ
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、『
源
氏
物
語
』
が
他
の
作
り
物

語
に
比
し
て
、（
親
本
も
し
く
は
祖
本
に
対
し
て
）
比
較
的
厳
密
な
書
写
態
度
で

書
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
直
接
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
書
写
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
（
親
本
も
し
く
は
祖
本

に
対
し
て
）
厳
密
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
存
写
本
の
最
も
古
い

書
写
時
期
に
当
た
る
鎌
倉
期
に
お
い
て
『
源
氏
物
語
』
を
書
写
す
る
際
の
書

写
態
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
特
異
な
本
文
を
有
す
る
こ
と
で
有
名
な
、
い
わ
ゆ
る
別
本
の

陽
明
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
の
う
ち
、
従
来
河
内
本
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ

　

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
態
度

─
─ 

空
蝉
巻
に
お
け
る
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
を
通
し
て 
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て
い
る
空
蝉
巻
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

二　

空
蝉
巻
の
陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）

　

今
回
対
象
と
す
る
陽
明
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
は
、「
鎌
倉
時
代
中
期
の

書
写
と
み
ら
れ
て
い
る
三
十
四
帖
を
基
幹
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
諸
帖
の
本

文
は
青
表
紙
本
で
も
河
内
本
で
も
な
い
別
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
、
鎌
倉
時
代
後
期
乃
至
は
吉
野
時
代
に
か
か
る
こ
ろ
の
書
写
か
と
み
ら
れ

て
い
る
諸
帖
（
別
本
五
帖
、
青
表
紙
本
十
二
帖
）
と
、
江
戸
時
代
（
寛
永
～
寛
文

ご
ろ
か
）
の
補
写
本
三
帖
（
青
表
紙
本
系
統
）
と
を
加
え
て
五
十
四
帖
を
構
成

し
て
い
る３
」
も
の
で
、
空
蝉
巻
は
「
最
も
基
幹
的
諸
帖
二
十
八
帖
の
中
の
も

の３
」
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
下
記
の
先
行
諸
論
で
対
象
と
さ
れ
る
「
河
内
本
」
と
は
、『
源
氏

物
語
大
成４
』
所
収
河
内
本
系
諸
本
の
校
異
で
あ
る
。
な
お
、
定
家
が
作
成
し

た
と
さ
れ
る
「
青
表
紙
本
」
と
従
来
「
青
表
紙
本
系
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て

い
る
諸
本
ほ
ど
の
問
題
は
有
さ
な
い
も
の
の
、
光
行
・
親
行
作
成
の
「
河
内

本
」
と
、
従
来
「
河
内
本
系
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
諸
本
が
イ
コ
ー
ル

で
あ
る
保
証
は
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
で
は
、
光
行
・
親
行
が
書
写
・
作
成

し
た
本
文
に
つ
い
て
は
「
河
内
本
」
を
、
従
来
「
河
内
本
系
」
と
し
て
分
類

さ
れ
て
い
る
諸
本
に
つ
い
て
は
「
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）」
を
用
い
る
。

ま
た
、
従
来
「
青
表
紙
本
系
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
諸
本
に
つ
い
て
は

「
第
一
類
（

≒
旧
青
表
紙
本
系
）」
と
呼
ぶ５
。

　

空
蝉
巻
に
お
け
る
陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
諸
本
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
五
島
和
代６
と
伊
東
祐
子７
に
考
察
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

吉
岡
曠
「
河
内
本
『
桐
壺
』
巻
の
校
訂
過
程８
」
の
強
い
影
響
下
に
書
か
れ
た

論
で
あ
る
。

　

吉
岡
論
の
手
法
と
は
、
河
内
本
が
校
訂
本
で
あ
る
こ
と
、
別
本
が
河
内
本

以
前
の
本
文
を
遺
し
て
い
る
こ
と
、
を
論
の
前
提
と
し
て
、『
源
氏
物
語
大

成
』
所
載
の
別
本
の
う
ち
、
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
に
最
も
近
い
本
（
の

祖
本
）
を
河
内
本
の
底
本
と
認
定
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

五
島
、
伊
東
も
同
様
に
、『
源
氏
物
語
大
成
』
空
蝉
巻
所
載
の
別
本
で
あ

る
、
陽
明
文
庫
本
、
飯
島
春
敬
本
、
麦
生
本
、
阿
里
莫
本
、
桃
園
文
庫
蔵
本

の
五
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
諸
本
の
異
同
を
丹
念
に
比
較
す
る
。
そ

し
て
、
五
島
は
「
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
河
内
本
空
蝉
・
末
摘
花
の
巻
は
、

大
成
の
諸
本
中
陽
明
文
庫
本
に
一
番
多
く
近
似
し
て
お
り
、
そ
れ
は
河
内
本

が
陽
明
文
庫
本
系
統
の
本
文
を
下
敷
に
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る６
」
と
述
べ
、
伊
東
も
「
空
蝉
巻
に
関
し
て
は
、
陽
明
文
庫
本
（
祖
本
）
が

河
内
本
の
底
本
的
本
文
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
判
明
し
た

と
い
え
る
だ
ろ
う７
」
と
結
論
づ
け
る
。

　

果
た
し
て
、
諸
本
が
生
成
す
る
過
程
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

吉
岡
論
以
下
三
氏
の
論
の
問
題
点
は
、
１
、
河
内
本
は
校
訂
本
で
あ
る　

２
、
別
本
は
河
内
本
以
前
の
本
文
を
遺
す　

３
、
写
本
の
本
文
は
「
誤
写
」

「
合
成
」
の
み
で
生
成
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
論
の
暗
黙
の
前
提
に
す
る

点
に
あ
る
。
前
提
１
・
２
に
よ
っ
て
、
河
内
本
は
校
訂
本
文
で
あ
る
か
ら
、

後
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
別
本
は
河
内
本
以
前
の
本
文
を
遺
す
か
ら
、

別
本
の
中
か
ら
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
に
近
い
本
文
を
探
せ
ば
、
そ
れ
が

河
内
本
の
底
本
（
的
本
文
）
で
あ
る
、
と
い
う
思
い
込
み
が
発
生
す
る
。
加

え
て
、
写
本
の
本
文
は
「
誤
写
」「
合
成
」
の
み
で
生
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
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な
く
、
書
写
者
が
独
自
異
文
を
作
り
出
し
て
い
く
場
合
や
、「
誤
写
」
を
発

端
と
し
て
そ
の
「
誤
写
」
を
合
理
的
本
文
に
変
更
し
て
い
く
場
合
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

　

詳
細
は
省
く
が
、
実
は
、
三
氏
の
検
証
か
ら
導
き
出
せ
る
の
は
、
陽
明
文

庫
本
（
吉
岡
論
の
場
合
は
麦
生
本９
）
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
が
近
接
し
た

関
係
に
あ
る
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
、
先
後
関
係
を
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
二
種
類
の
本
文
の
比
較
だ
け
で
は
、
誤
写
な
の
か
誤

写
の
訂
正
な
の
か
、
欠
脱
な
の
か
増
補
な
の
か
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

先
後
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三　

玉
里
文
庫
本
の
本
文

　

こ
こ
に
、
陽
明
文
庫
本
と
近
似
す
る
本
文
を
有
す
る
写
本
が
存
在
す
る
。

鹿
児
島
大
学
玉
里
文
庫
蔵
古
筆
源
氏
物
語
（
天213/1361

・
玉
里
文
庫
本
）
で

あ
る
。
空
蝉
巻
の
推
定
書
写
時
期
は
「
鎌
倉
時
代
よ
り
南
北
朝
の
頃
ま
でＡ
」

と
さ
れ
て
お
り
、
伝
承
書
写
者
は
「
世
尊
寺
行
房
卿
」（
伝
筆
者
一
覧
表
に
拠
る
）

で
あ
る
。
行
房
は
生
年
未
詳
、
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
三
月
六
日
没
。

　

空
蝉
巻
の
異
同
数
を
『
源
氏
物
語
大
成
』
と
比
較
し
た
徳
満
澄
雄
が
「
陽

明
家
本
及
び
桃
園
文
庫
本
に
対
し
て
も
か
な
り
相
違
点
が
存
す
る
の
で
、
玉

里
文
庫
本
は
両
本
よ
り
も
尾
州
家
本
に
近
い
別
本
の
一
種
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
うＡ
」
と
述
べ
、
伊
牟
田
経
久
が
「
陽
明
家
本
は
河
内
本
に
近
い
関
係
に
あ

り
、
桃
園
文
庫
本
は
青
表
紙
本
へ
の
近
よ
り
を
見
せ
、
玉
里
文
庫
本
は
陽
明

家
本
と
桃
園
文
庫
本
と
の
中
間
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
うＢ
」
と
述
べ
る

よ
う
に
、
別
本
と
い
う
こ
と
は
判
明
す
る
も
の
の
、
異
同
の
数
の
み
の
処
理

で
は
、
位
置
づ
け
が
判
然
と
し
な
い
本
文
で
あ
る
。

　

独
自
に
、
陽
明
文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
、
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）、

第
二
類
（

≒
旧
河
内
本
系
）
の
四
種
の
本
文
で
比
較
し
た
異
同
数
を
挙
げ
る
と

表
１
の
よ
う
に
な
る
。

　

異
同
数
の
み
で
見
る
と
、
陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）（
異

同
数208

）、
玉
里
文
庫
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）（
異
同
数193

）
と
の
近

似
は
了
解
さ
れ
る
も
の
の
、
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
の
間
に
は
異
同
数

が
多
く
（
異
同
数303

）、
や
は
り
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
異
同
数
の
み
で
本
文
の
近
似
を
探
る
時
の
落
と
し
穴
で
あ
り
、
陽
明

文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
双
方
に
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
そ

表
１
・
異
同
の
数

※
全
体
の
語
数
は
大
島
本
を
語
単
位
に
区
切
っ
た
後
、
大
島
本
に
は
な
い
他
本

の
本
文
の
語
数
も
加
え
た
も
の
。
異
同
数
は
語
数
で
数
え
た
。
参
照
し
た
諸

本
数
だ
が
、
陽
明
文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
は
そ
れ
ぞ
れ
一
本
、
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）
は
一
三
本
、
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
は
三
本Ｃ
。「
陽

明
文
庫
本
と
第
一
類
の
異
同
数
」
は
、
陽
明
文
庫
本
と
一
致
す
る
本
文
を
第

一
類
が
一
本
も
有
さ
な
い
語
の
数
の
総
計
で
あ
る
。
厳
密
な
意
味
を
持
つ
数

値
で
は
な
く
参
考
程
度
の
数
値
で
あ
る
。

全
体
の
語
数2503

異
同
数

・
陽
明
文
庫
本
と
第
一
類
の
異
同
数
（
陽
／
一
）

432

・
陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
の
異
同
数
（
陽
／
二
）

208

・
玉
里
文
庫
本
と
第
一
類
の
異
同
数
（
玉
／
一
）

404

・
玉
里
文
庫
本
と
第
二
類
の
異
同
数
（
玉
／
二
）

193

・
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
の
異
同
数
（
陽
／
玉
）

303
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こ
で
異
同
数
か
ら
独
自
異
文
数
を
除
い
た
数
値
を
挙
げ
る
と
表
２
の
よ
う
に

な
る
。

　

陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）（
異
同
数81
）、
玉
里
文
庫
本
と

第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）（
異
同
数84

）
よ
り
も
、
さ
ら
に
陽
明
文
庫
本
と
玉

里
文
庫
本
の
間
の
異
同
数
は
少
な
く
（
異
同
数77

）、
双
方
の
本
文
が
近
似
す

る
こ
と
が
数
値
の
上
で
も
了
解
さ
れ
よ
う
。

　

な
お
、
図
１
に
示
す
ご
と
く
、
生
物
系
統
学
で
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
も
、
第
二
類
（

≒
旧
河
内
本
系
）
と
陽
明
文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
が

近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
、
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
が
よ
り
近
い
関
係
に

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
るＣ
。

表
２全

体
の
語
数2503

独
自
異
文
を

除
い
た
数
値

・
陽
明
文
庫
本
と
第
一
類
の
異
同
数
（
陽
／
一
）

305

・
陽
明
文
庫
本
と
第
二
類
の
異
同
数
（
陽
／
二
）

81

・
玉
里
文
庫
本
と
第
一
類
の
異
同
数
（
玉
／
一
）

295

・
玉
里
文
庫
本
と
第
二
類
の
異
同
数
（
玉
／
二
）

84

・
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
の
異
同
数
（
陽
／
玉
）

77

図１　Neighbor-Net network (Bryant and Moulton 2004)
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四　

空
蝉
巻
の
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
と
別
本

　

実
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』
に
校
異
が
採
ら
れ
て
い
る
桃
園
文
庫
本
、
飯

島
春
敬
本
も
、
異
同
を
見
る
限
り
、
陽
明
文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
と
近
い
本

文
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
るＤ
。
以
下
に
、
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
に

共
通
の
特
徴
的
な
異
文
を
、
他
本
の
本
文
と
と
も
に
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
に
共
通
の
特
徴
的
な
異
文

※
陽
明
文
庫
本
を
「
陽
」、
玉
里
文
庫
本
を
「
玉
」、
桃
園
文
庫
本
を
「
桃
」、
飯
島

春
敬
本
を
「
飯
」、
第
一
類
を
「
一
」、
第
二
類
を
「
二
」
と
略
称
で
示
し
た
。

例
一
・
陽
玉
「
こ
き
み
か
い
り
つ
る
か
う
し
を
」

　
　
　

飯　

 

「
こ
君
は
い
り
つ
る
か
う
し
を
」

　
　
　

桃　

 

「
こ
君
の
い
り
つ
る
か
よ
し
は
」

　
　
　

一　

 

「
こ
の
い
り
つ
る
か
う
し
は
」

　
　
　

二　

 

「
こ
の
い
り
つ
る
か
う
し
を
」

例
二
・
陽　

 

「
さ
は
ら
か
に
て
か
た
の
ほ
と
い
と
き
よ
け
に
」

　
　
　

玉　

 

「
さ
は
ら
か
に
か
た
の
程
い
と
き
よ
け
に
」

　
　
　

一
飯
桃
「
さ
か
り
は
か
た
の
ほ
と
き
よ
け
に
」

　
　
　

二　

 

「
さ
か
り
は
か
た
の
ほ
と
い
と
き
よ
け
に
」

例
三
・
陽
玉
飯
桃
「
ね
た
り
け
る
を
」

　
　
　

一
二
「
ね
に
け
り
」

例
四
・
陽
玉
「
い
と
よ
く
ま
と
ろ
み
た
り
」

　
　
　

飯
桃
「
い
と
よ
う
ま
と
ろ
み
た
り
」

　
　
　

一
二
「
い
と
よ
う
ま
と
ろ
み
た
る
へ
し
」

例
五
・
陽　

 

「
・う
ち

も
た
け
て
み
る
に
」

　
　
　

玉
飯
「
も
た
け
て
み
る
に
」

　
　
　

桃　

 

「
も
た
け
て
」

　
　
　

一
二
「
も
た
け
た
る
に
」

例
六
・
陽
桃
「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
の
お
と
も
せ
ぬ
を
き
て
」

　
　
　

玉　

 

「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
の
を
と
せ
ぬ
を
き
て
」

　
　
　

飯　

 

「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
を
き
て
」

　
　
　

一　

 

「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
を
ひ
と
つ
き
て
」

　
　
　
　

or

「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
一
つ
を
き
て
」

　
　
　

二　

 

「
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
ひ
と
つ
き
て
」

例
二
の
桃
園
本
、
飯
島
本
、
例
五
の
桃
園
本
、
例
六
の
飯
島
本
を
除
け
ば
、

一
見
し
て
陽
明
・
玉
里
・
桃
園
・
飯
島
本
が
特
徴
的
な
異
文
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
（
祖
本
を
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
）
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
四
本
の
う
ち
、
桃
園
文
庫
本
は
書
写
年
次
が
不
明
だ
が
、
他
の
三
本

は
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
の
書
写
と
さ
れ
て
お
り
（
飯
島
本
は
存
疑Ｅ
）、
鎌
倉

期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
が
あ
る
程
度
流
通
し
て

い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
空
蝉
巻
に
お
い
て
は
、
左
図
の
ご
と
く
、
お
そ
ら

く
、
陽
明
・
玉
里
・
桃
園
・
飯
島
本
な
ど
が
属
す
る
本
文
グ
ル
ー
プ
の
影
響

を
受
け
て
、
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
説
（
空
蝉
巻
）

陽
明
文
庫
本
─
─
─
─
─
─
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）

　
　
　
　
　

関
係
性
が
低
い
・
桃
園
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
飯
島
春
敬
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・（
玉
里
文
庫
本
）

新
た
に
判
明
し
た
関
係
（
空
蝉
巻
）
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┌
─
─
─
─
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）

　
　
　
　
　
　

│　
　

┌
─
玉
里
文
庫
本

　

共
通
祖
本
─
┴
─
─
│┼
─
陽
明
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

│├
─
（
桃
園
文
庫
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

└
─
（
飯
島
春
敬
本
）

五　

空
蝉
巻
の
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本

　

だ
が
、
陽
明
・
玉
里
・
桃
園
・
飯
島
本
は
、
第
三
節
表
２
や
『
源
氏
物
語

大
成
』
の
異
同
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
ご
と
く
、
そ
れ
ほ
ど
緊
密
な
グ
ル
ー

プ
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
は
、
ど

の
よ
う
な
書
写
態
度
の
も
と
に
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
本
お
よ
び
影
印

で
確
認
で
き
る
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
の
、
空
蝉
巻
に
お
け
る
本
文
的

特
徴
を
次
に
見
て
い
き
た
い
。

　

グ
ラ
フ
１
は
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
的
特
徴
で
、
三
節
で
も
見
た
ご
と

く
、
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
に
相
関
関
係
が
あ
り
、
第
二
類
（

≒

旧
河

内
本
系
）
に
近
い
本
文
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
独
自
異
文
を
示
し
た
グ
ラ
フ
２
と
、
第
一
類
（

≒

旧
青

表
紙
本
系
）
的
特
徴
を
示
し
た
グ
ラ
フ
３
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
２
で
は
、
巻
の

前
半
に
陽
明
文
庫
本
の
独
自
異
文
が
多
く
、
巻
の
後
半
に
玉
里
文
庫
本
の
独

自
異
文
が
多
い
。
グ
ラ
フ
３
で
は
、
独
自
異
文
と
は
逆
に
、
巻
の
前
半
に
玉

里
文
庫
本
の
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）
的
特
徴
を
有
す
る
本
文
が
多
く
、

巻
の
後
半
に
陽
明
文
庫
本
の
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）
的
特
徴
を
有
す
る

本
文
が
多
い
。
し
か
も
、
玉
里
文
庫
本
で
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）
的
特

徴
と
な
る
文
が
、
陽
明
文
庫
本
で
独
自
異
文
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
対
応

グラフ１　第２類的特徴
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グラフ２　独自異文

陽独自異文 玉独自異文
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関
係
を
見
せ
る
わ
け
で
も
な
く
、
特
徴
に
規
則
性
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
も
な

い
。

　

他
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
近
似
し
た
本
文
を
有
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
細
か
く
見
る
と
、
差
異
が
多
く
現
れ
る
本
文
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な

書
写
態
度
か
ら
生
ず
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

六　

鎌
倉
期
の
『
源
氏
物
語
』
書
写
態
度

　

こ
こ
で
、
他
の
文
献
に
お
け
る
鎌
倉
期
の
『
源
氏
物
語
』
書
写
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。『
風
葉
和
歌
集
』
所
引
『
源
氏
物
語
』
本
文
に
つ
い
て
は
、

米
田
明
美
が
先
行
論
を
整
理
す
る
形
で
「「
風
葉
和
歌
集
」
収
掲
の
「
源
氏

物
語
」
本
文
に
関
し
て
は
、
現
存
本
に
な
い
巣
守
の
巻
の
四
首
を
含
む
こ
と

も
あ
り
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
別
本
系
統
の
古
写
本

の
一
本
に
依
拠
し
て
い
る
と
さ
れ
るＦ
」
と
述
べ
る
。

　

ま
た
、『
物
語
二
百
番
歌
合
』
所
引
『
源
氏
物
語
』
本
文
に
つ
い
て
は
、

安
宅
克
己
が
「
物
語
二
百
番
歌
合
の
源
氏
物
語
は
河
内
本
よ
り
も
青
表
紙
本

的
な
要
素
が
強
い
別
本
で
あ
る
、
と
言
う
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
うＧ
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
上
野
英
二
が
「
定
家
の
注
釈
研
究
の
集
成
で
あ
る
『
奥
入
』

に
は
、
し
ば
し
ば
「
不
勘
」、「
未
勘
」
な
ど
と
い
う
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
、
本
文
に
つ
い
て
「
一
説
也
」
と
し
て
、
対
立
す
る
両
形
を
併

記
し
た
姿
勢
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
定
家
に
と
っ
て
は
、『
源

氏
物
語
』
は
読
む
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
研
究
の
対
象
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
定
家
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
傾
向
を
、
よ
り
客
観
的
、
研
究
的
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
対
蹠
的
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、『
物
語
二
百
番
歌
合
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
誤
写
の
数
々
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
文
献
学
的
な
厳
密
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
物
語
へ
の
親
近
の
深
さ
を

看
て
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
定
家
に
あ
っ
て
は
、
研
究
し
て
な
お
不
審
が
残

さ
れ
た
の
に
対
し
、
そ
こ
で
は
誤
写
し
て
な
お
、
一
点
の
疑
念
さ
え
抱
か
れ

な
か
っ
た
。
本
文
の
言
語
に
対
す
る
意
識
が
違
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向

は
和
歌
に
か
か
わ
っ
て
著
し
く
、『
物
語
二
百
番
歌
合
』
と
い
う
や
や
特
殊

な
場
合
に
お
い
て
顕
著
に
伺
え
た
が
、
そ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
一
般
に
敷
延

し
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
源
氏
物
語
』
は
必
ず
し
も
正
確
に
読
ま
れ
、
写

さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
たＨ
」
と
踏
み
込
む
。

　

実
際
に
、
鎌
倉
期
ご
ろ
書
写
と
推
定
さ
れ
る
写
本
を
見
て
み
よ
う
。
図
２

は
、
空
蝉
巻
第
一
類
（

≒

旧
青
表
紙
本
系
）
を
系
統
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掛
け

た
も
のＣ
。
中
心
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
独
自
異
文
が
多
い
。
○
を
付
け
た
の
が
鎌

倉
期
書
写
か
と
さ
れ
る
諸
本
。「
御
」
は
東
山
御
文
庫
蔵
各
筆
源
氏
物
語
（
勅

封
一
一
三
ノ
三
）。
推
定
書
写
時
期
は
鎌
倉
時
代
。
伝
承
書
写
者
は
兼
好
法
師

（
古
筆
了
仲
極
め
）
と
さ
れ
るＩ
。「
伏
」
は
吉
田
幸
一
蔵
伏
見
天
皇
本
。
推
定

書
写
時
期
は
「
永
仁
（
一
二
九
三
～
一
二
九
八
）
頃Ｊ
」。「
穂
」
は
穂
久
邇
文
庫

蔵
源
氏
物
語
。
推
定
書
写
時
期
は
「
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
吉
野
時
代
に
か
か

る
こ
ろ
の
も
の
」
と
さ
れ
、
伝
承
書
写
者
は
後
光
厳
院
（
一
三
三
八
～
一
三
七

四
）（
古
筆
了
任
極
め
）
と
さ
れ
るＫ
。「
御
」
は
中
心
近
く
に
来
る
も
の
の
、「
穂
」

「
伏
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
中
心
か
ら
大
き
く
離
れ
、
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

七　

お
わ
り
に

　

以
上
、
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）、
陽
明
文
庫
本
、
玉
里
文
庫
本
を
中
心

に
考
察
し
た
。
第
二
類
（

≒

旧
河
内
本
系
）
と
陽
明
文
庫
本
・
玉
里
文
庫
本
は
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近
似
し
た
本
文
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
陽
明
文
庫
本
と
玉
里
文
庫
本
は

同
一
祖
本
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
陽
明
文
庫
本

と
玉
里
文
庫
本
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
相
当
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
差
異
が
「
忠
実
な
書
写
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
誤
写
」
の
み
に
拠
っ
て

現
れ
る
ま
で
に
は
相
当
な
転
写
回
数
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
陽
明
文
庫
本
も

玉
里
文
庫
本
も
、
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
特
殊
な
本
文
で
あ
り
、
そ
こ
ま

で
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
痕
跡
も
な
い
。
そ
こ
で
浮
か
ん
で
く
る
の
が
、
あ

ま
り
厳
密
で
は
な
い
、
自
由
な
書
写
態
度
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
と
も
す
る
と
、
作
品
成
立
時
に
近
い
写
本
（
古
い
写
本
）
ほ
ど
、

作
品
成
立
時
の
面
影
を
遺
す
と
考
え
が
ち
だ
が
、
実
は
そ
う
と
も
言
い
切
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
は
、「
全
巻
残
っ
て
い
る
最
古
の
も
のＬ
」
で
あ

る
元
永
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
「
古
写
本
間
の
相
違
の
多
く
は
撰
者
た
ち
の

時
代
よ
り
も
か
な
り
後
に
生
じ
た
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
るＬ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
そ
の
点
に
関
し
て
は
同
様
の
事
情
を
抱

え
る
よ
う
で
、
パ
ピ
ル
ス
写
本
に
つ
い
て
Ｌ
．
Ｄ
．
レ
イ
ノ
ル
ズ
と
Ｎ
．
Ｇ
．

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
「
調
べ
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
多
く
の
テ
ク
ス
ト
伝
承
で

は
最
古
の
写
本
が
最
良
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
う
か
つ
に
こ
れ
を
一
般
化
す

べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
例
外
は
い
く
つ
か
あ
る
。（
中
略
）
パ
ピ
ル
ス

写
本
は
中
世
の
写
本
よ
り
も
数
百
年
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
全
体
と
し
て
著
し
く
す
ぐ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
示
す
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
『
気
む
ず
か
し
屋
』
を
ふ
く
む
も
っ
と
も
有
名
で
重

要
な
パ
ピ
ル
ス
写
本
の
ひ
と
つ
（P.Bodm

er4

）
に
し
て
も
、
驚
く
ほ
ど
テ
ク

ス
ト
が
毀
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
るＭ
」
と
述
べ
る
。

図２　Neighbor-Net network (Bryant and Moulton 2004)
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歌
集
の
書
写
態
度
に
関
し
て
考
察
し
た
浅
田
徹
は
「
和
歌
に
あ
っ
て
は
、

平
安
時
代
の
後
半
（
12
世
紀
前
半
ご
ろ
）
に
至
る
ま
で
、
厳
密
な
正
確
さ
を
追

究
し
た
写
本
は
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
れ
に
対
し
て
、
平
安

末
期
頃
（
12
世
紀
後
半
）
に
か
け
て
、
勅
撰
集
な
ど
ス
テ
ー
タ
ス
の
高
い
作

品
の
書
写
で
は
明
ら
か
に
正
確
性
が
高
ま
るＮ
」
と
述
べ
る
。

　

比
較
的
早
期
に
、
書
写
の
正
確
性
が
高
ま
っ
た
勅
撰
集
な
ど
の
歌
集
の
書

写
と
は
異
な
り
、
作
り
物
語
の
書
写
に
お
い
て
は
、『
住
吉
物
語
』
や
『
狭

衣
物
語
』
の
よ
う
に
、
後
々
ま
で
、
厳
密
で
な
い
書
写
、
自
由
な
書
写
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
今
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
や
改
作
本
『
夜
寝
覚

物
語
』
な
ど
の
改
作
・
変
奏
へ
と
つ
な
が
る
物
語
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
り
、

物
語
本
来
の
姿
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

他
の
作
り
物
語
に
比
し
て
厳
密
な
書
写
が
行
わ
れ
て
い
た
『
源
氏
物
語
』

に
お
い
て
も
、
鎌
倉
期
ま
で
は
本
文
が
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
定
家
の

「
尋
求
所
々
雖
見
合
諸
本
猶
狼
藉
未
散
不
審
」（『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
（
一
二
二

五
）
二
月
十
六
日
条
）
と
い
う
言
や
、
親
行
の
「
和
語
旧
説
真
偽
舛
雑
」（
鳳

来
寺
蔵
『
源
氏
物
語
』
奥
書
）
と
い
う
言
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
巣
守
巻
な
ど

の
存
在
や
、
巣
守
巻
が
『
風
葉
和
歌
集
』
や
『
源
氏
物
語
系
図
』
な
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
とＯ
か
ら
、
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
巻
数
自
体
も
流
動
的
で

あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
流
動
的
で
あ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
本
文
だ
が
、
勅
撰
集
と
同

様
の
事
情
（『
源
氏
物
語
』
の
権
威
化
）
が
、
よ
り
遅
れ
て
『
源
氏
物
語
』
に

訪
れ
た
結
果
、
本
文
の
固
定
化
（
証
本
作
成
）
が
必
要
に
な
り
、
定
家
本
・

河
内
本
な
ど
の
証
本
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
作
り
物
語
と
し
て
は
珍
し
い

作
者
名
の
流
布
や
、
大
部
な
物
語
で
あ
る
こ
と
な
ど
と
相
俟
っ
て
、
他
の
作

り
物
語
と
比
し
て
厳
密
な
書
写
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、『
源
氏
物
語
』
本
文
を
固
定
化
し
よ
う
と
試
み
た
定
家
に
お
い
て

さ
え
、
上
野
英
二
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、『
源
氏
物
語
』
の
書
写
態
度
に
は

「
文
献
学
的
な
厳
密
さＨ
」（
本
文
書
写
・
注
作
成
）
と
「
物
語
へ
の
親
近
の
深

さＨ
」（『
物
語
二
百
番
歌
合
』
作
成
）
の
二
種
類
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
考
察
し
た
陽
明
文
庫
本
・
玉
里
文
庫
本
な
ど
、
別
本
の
一

グ
ル
ー
プ
は
、『
源
氏
物
語
』
が
権
威
化
さ
れ
る
以
前
の
、（
親
本
も
し
く
は

祖
本
に
対
し
て
）
あ
ま
り
厳
密
で
は
な
く
、
本
文
を
固
定
化
す
る
意
図
を
持

た
な
い
書
写
態
度
を
遺
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
考
え
る
こ
と

で
、
他
の
鎌
倉
期
書
写
と
言
わ
れ
る
諸
本
の
独
自
異
文
の
多
さ
も
理
解
で
き

る
。

　

そ
の
よ
う
な
、（
親
本
も
し
く
は
祖
本
に
対
し
て
）
厳
密
で
は
な
い
、
本
文
の

流
動
性
を
支
え
る
よ
う
な
書
写
を
「
書
く
こ
と
の
喜
び
」
と
言
っ
て
し
ま
っ

て
は
単
純
に
過
ぎ
よ
う
が
、
そ
こ
に
は
、「
物
語
を
作
る
こ
と
の
喜
び
」
に

準
じ
、「
物
語
を
読
む
こ
と
の
喜
び
」
よ
り
も
、
よ
り
積
極
的
に
物
語
世
界

に
関
与
す
る
、「
物
語
を
書
写
す
る
こ
と
の
喜
び
」
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
、

物
語
の
本
来
的
な
姿
が
顕
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
別
本
諸
本
中
に
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
流
布
し
て
い

た
一
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
とＰ
は
、
こ
れ
か
ら
別
本
内
の
諸
本
分
類
を

行
う
際
の
一
つ
の
指
標
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
異
同
の
比
較
的
少
な
い
『
源

氏
物
語
』
書
写
に
お
い
て
も
、
時
代
や
ケ
ー
ス
に
よ
り
書
写
態
度
が
異
な
る
、

と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
か
ら
『
源
氏
物
語
』
諸
本
の
伝
流
を
探
る
際
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
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注（
１
）　

高
橋
英
樹
「
能
書
の
家
」『
和
歌
を
ひ
ら
く　

第
二
巻　

和
歌
が
書
か
れ
る

と
き
』　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
五
・
一
二

（
２
）　

浅
田
徹
「「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
に
つ
い
て
」
井
上
宗
雄
編
『
中
世
和

歌　

資
料
と
論
考
』
明
治
書
院　

一
九
九
二
・
一
〇

（
３
）　

阿
部
秋
生
解
説
『
陽
明
叢
書
国
書
篇　

第
十
六
輯　

源
氏
物
語　

一
』
思
文

閣
出
版　

一
九
七
九
・
三

（
４
）　

池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
中
央
公
論
社　

一
九
五
三
・
六
～
一
九
五

六
・
一

（
５
）　

拙
著
『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
〇
八
・
九
）
第

一
部
参
照
。

（
６
）　

五
島
和
代
「
河
内
本
源
氏
物
語
と
陽
明
文
庫
本
」『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀

要
』
三
五　

一
九
八
五
・
八

（
７
）　

伊
東
祐
子
「
河
内
本
『
空
蝉
』
巻
の
校
訂
過
程
」『
学
習
院
大
学
国
語
国
文

学
会
誌
』
二
九
号　

一
九
八
六
・
三

（
８
）　

吉
岡
曠
「
河
内
本
『
桐
壺
』
巻
の
校
訂
過
程
」『
文
学
』　

一
九
八
四
・
一
、

二　
『
源
氏
物
語
の
本
文
批
判
』
笠
間
書
院　

一
九
九
四
・
六
再
録

（
９
）　

な
お
、
麦
生
本
に
つ
い
て
は
「
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
が
第
二
の
場
合
（
河
内

本
成
立
以
後
の
混
成
本
文
を
有
す
る
伝
本
）
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
」（
岡
嶌
偉
久
子
「
源
氏
物
語
阿
里
莫
本
─
『
源
氏
物
語
大
成
』
不
採
用
二

十
六
帖
に
つ
い
て
─
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
九
〇
号　

一
九
八
八
・
五
）
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

（
10
）　

徳
満
澄
雄
「
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
本
古
筆
源
氏
物
語
に
つ

い
て
」『
語
文
研
究
』
第
二
三
号　

一
九
六
七
・
二

（
11
）　

伊
牟
田
経
久
「
玉
里
文
庫
本
「
源
氏
物
語
」（
二
種
）
の
本
文
─
「
空
蝉
」「
関

屋
」
の
両
帖
に
つ
い
て
─
」『
国
語
国
文　

薩
摩
路
』
第
二
〇
号　

一
九
七
六
・

三

（
12
）　

諸
本
・
図
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
拙
著
『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生

成
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
〇
八
・
九
）
第
一
部
第
三
章
参
照
。

（
13
）　

桃
園
文
庫
本
、
飯
島
春
敬
本
は
原
本
お
よ
び
影
印
で
の
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掛
け
る
こ
と
や
数
値
を
出
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
異
同
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
拠
る
。
飯
島
春
敬
本
は
、
他
の
三
本
（
陽

明
、
玉
里
、
桃
園
）
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
観
も
あ
る
。
飯
島
春
敬
本
は
池

田
和
臣
編
・
解
説
『
飯
島
本　

源
氏
物
語
』
全
十
巻
（
笠
間
書
院　

二
〇
〇
八
・

一
二
～
）
と
し
て
刊
行
予
定
。
桃
園
文
庫
本
は
該
当
本
を
特
定
で
き
ず
。

（
14
）　

飯
島
春
敬
本
の
書
写
年
次
に
つ
い
て
は
、
池
田
和
臣
が
注（
13
）『
飯
島
本　

源
氏
物
語
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「「
明
石
」
巻
の
奥
に
「
為
和
」
と
あ
る
。
冷

泉
為
和
（
一
四
八
六
～
一
五
四
九
年
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
実
際
「
明
石
」

巻
の
見
返
し
に
、「
い
た
き
所
ま
さ
り
て
ト
云
よ
り
為
和
卿
」
と
付
箋
が
あ
り
、

四
一
丁
ウ
ラ
四
行
目
の
上
部
に
「
是
よ
り
／
為
和
卿
」
の
付
箋
が
あ
る
。
そ
の

部
分
は
み
ご
と
な
定
家
流
の
筆
跡
で
あ
り
、
為
和
筆
と
見
て
良
い
。『
源
氏
物

語
大
成
』
に
は
「
鎌
倉
末
期
の
書
写
で
あ
ら
う
」
と
あ
っ
た
が
、
室
町
期
の
写

本
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

　
　
　

し
か
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
書
誌
を
見
る
限
り
で
も
、
料
紙
も
一
面
行
数
も

和
歌
の
書
式
も
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
上
、「
須
磨
」
巻
は
青
表
紙
本
、「
初
音
」

巻
は
河
内
本
と
し
て
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
校
異
が
載
せ
ら
れ
る
ご
と
く
、
本

文
系
統
も
混
在
す
る
よ
う
で
あ
り
、
取
り
合
わ
せ
本
か
と
疑
わ
れ
る
。
ま
た
、

明
石
巻
の
書
写
に
し
て
も
、
全
冊
で
は
な
く
、
四
一
丁
ウ
ラ
四
行
目
か
ら
書
写

者
が
明
記
さ
れ
、
書
体
が
変
わ
る
と
い
う
の
は
、
少
し
不
審
で
、
補
写
な
ど
、

何
ら
か
の
事
情
が
裏
に
想
定
さ
れ
る
。
明
石
巻
の
「
為
和
」
の
み
で
、
五
十
四

帖
を
ひ
と
ま
と
め
に
「
室
町
期
の
写
本
で
あ
っ
た
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
と
断

言
す
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。
空
蝉
巻
に
つ
い
て
は
、
今
は
ひ
と
ま
ず
、『
源

氏
物
語
大
成
』
や
『
源
氏
物
語
事
典
』
の
「
鎌
倉
末
期
の
書
写
か
」
と
い
う
判

断
に
拠
っ
た
上
で
、
存
疑
と
し
て
扱
う
。

（
15
）　

米
田
明
美
「「
風
葉
和
歌
集
」
桂
切
の
新
出
「
源
氏
物
語
」
歌
に
つ
い
て
─

付
「
風
葉
和
歌
集
」
に
用
い
ら
れ
た
「
源
氏
物
語
」
本
文
考
察
」『
甲
南
国
文
』

四
七
巻　

二
〇
〇
〇
・
三

（
16
）　

安
宅
克
己
「
青
表
紙
本
源
氏
物
語
成
立
以
前
の
定
家
本
」『
学
習
院
大
学
国

語
国
文
学
会
誌
』
二
六
号　

一
九
八
三
・
二

（
17
）　

上
野
英
二
「
源
氏
物
語
の
享
受
と
本
文
─
物
語
二
百
番
歌
合
所
収
本
文
を
め

ぐ
っ
て
─
」『
国
語
国
文
』
53
─
１　

一
九
八
四
・
一
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（
18
）　

阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
池
田
利
夫
「
東
山
御
文
庫
蔵
源
氏
物
語
（
各
筆
源
氏
）

解
題
」『
東
山
御
文
庫
蔵
源
氏
物
語
全
揃
』
貴
重
本
刊
行
会　

一
九
八
六
・
一

二

（
19
）　

吉
田
幸
一
解
説
『
源
氏
物
語
一
〈
伏
見
天
皇
本
〉』
古
典
文
庫　

一
九
九
一
・

一

（
20
）　
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊　

源
氏
物
語
』
一
・
五　

貴
重
本
刊
行
会　

一

九
七
九
・
一
〇
、
一
九
八
〇
・
二

（
21
）　

小
沢
正
夫
「
古
今
和
歌
集
」『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院　

一
九
八
六
・
三

（
22
）　

Ｌ
．
Ｄ
．
レ
イ
ノ
ル
ズ
／
Ｎ
．
Ｇ
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著　

西
村
賀
子
・
吉
武
純

夫
訳
『
古
典
の
継
承
者
た
ち
─
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の
伝
承
に
み

る
文
化
史
』
国
文
社　

一
九
九
六
・
三

（
23
）　

浅
田
徹
「
古
今
和
歌
集
─
定
家
と
書
写
」『
文
字
の
力　

國
文
學
８
月
臨
時

増
刊
号
』
二
〇
〇
七
・
八

（
24
）　

巣
守
巻
に
つ
い
て
は
久
保
木
秀
夫
「『
源
氏
物
語
』
巣
守
巻
関
連
資
料
再
考
」

（『
平
安
文
学
の
新
研
究
─
物
語
絵
と
古
筆
切
を
考
え
る
』
新
典
社　

二
〇
〇

六
・
九
）
参
照
。

（
25
）　

近
年
の
論
で
は
、
大
内
英
範
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
本
蜻
蛉
巻
と
陽
明

本
・
保
坂
本
と
の
親
近
性
を
指
摘
し
て
い
る
（「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
本

蜻
蛉
巻
と
そ
の
本
文
」『
国
文
学
論
輯
』
28　

二
〇
〇
七
・
三
）。

新　

刊　

紹　

介

新
美
哲
彦
著

『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』

　

本
書
は
、
第
一
部
「『
源
氏
物
語
』
本
文
系
統

の
再
構
築
」、
第
二
部
「『
源
氏
物
語
』
の
本
文
世

界
」、
第
三
部
「『
源
氏
物
語
』
の
享
受
」、
及
び

資
料
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
、
従

来
の
諸
本
分
類
の
問
題
点
を
整
理
し
、「
青
表
紙

本
系
」「
河
内
本
系
」
と
い
う
名
称
の
「
第
一
類
」

「
第
二
類
」
へ
の
変
更
を
提
案
す
る
。
更
に
生
物

系
統
学
で
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
援
用
し
て

諸
本
を
分
類
、
本
文
系
統
再
構
築
の
具
体
的
方
法

を
示
す
。
第
二
部
で
は
、
本
文
の
差
異
が
も
た
ら

す
物
語
内
容
の
変
化
か
ら
、
各
本
文
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
。
第
三
部
で
は
、
古
注
釈
書
の
作
成

方
法
の
変
化
、
秘
伝
化
、
あ
る
い
は
書
物
の
形
態

に
着
目
し
、
生
成
の
場
所
・
時
代
に
お
け
る
『
源

氏
物
語
』
の
価
値
、
並
び
に
写
本
に
付
与
さ
れ
た

価
値
等
に
つ
い
て
論
じ
る
。
論
は
中
近
世
に
お
け

る
写
本
制
作
等
の
享
受
の
実
態
に
も
及
ぶ
。
資
料

編
で
は
享
受
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料
を
翻
刻
す

る
。
本
書
の
成
果
に
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
の
本

文
研
究
・
享
受
研
究
は
新
た
な
段
階
へ
と
進
ん

だ
。
必
読
の
一
冊
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
八
年
九
月　

武
蔵
野
書
院　

Ａ
５
判　

四
一
八
頁　

税
込
一
二
六
〇
〇
円
）

 

〔
山
中
悠
希
〕


